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原子力発電プラントの配管系統を対象として，流体解析結果から管軸座標に沿った旋回強度の変化を算

出することで流量計誤差を評価する技術を開発し，旋回の強い箇所と発生原因を究明可能とした。 
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1. 緒言 

原子力発電プラントでの複雑な配管ルーティングにより発生する旋回流が，差圧流量計の計測精度に影

響する事が知られている。そこで流量計測の誤差を管軸に沿った旋回強度として評価する技術を開発する。 

2. 流量計誤差評価技術の開発 

2-1. 評価原理 

配管内の流れの旋回が強ければ流量計精度が低下するという関係に基づき[1]，旋回強度としてスワール

数[2]を用い，管軸座標に沿ったスワール数の変化を算出することで流量計誤差を評価する技術を開発した。 

2-2. 評価結果 

一般的な配管形状のうち，流量計付近の旋回強度が強い系統Ａと弱い系統Ｂに対する流体解析結果を用

いて，設備から流量計までの管軸座標に沿ったスワール数の変化を計算した結果を Fig. 1 に示す。左から

順に系統Ａの形状とグラフ，系統Ｂの形状とグラフであり，グラフ横軸は管軸座標，縦軸はスワール数で

ある。系統Ａでは曲管やＴ字の密集箇所で旋回強度が上昇しており，系統Ｂよりも旋回強度が高くなって

いる原因が曲管やＴ字の密集するルーティングであることを確認した。 
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Fig. 1 Evaluation Result 

3. 結論 

管軸座標に沿ったスワール数の変化を算出することで流量計誤差要因を示すスワール数の上昇箇所と減

衰具合を把握できるため，設計者がルーティングの妥当性を容易に判断できることを確認した。 
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